
日頃よりご協力をいただき、ありがとうございます。９月１１日（月）から「デザート」を入れてもけっこう

です。「デザート」を入れる場合にお願いがあります。 

・少量の果物（おかず等を含め、食べきれる量で調整してください） 

・弁当箱の中、または別の小さめの容器（自分で取り扱いができる物）に入れてください。 

・ピックは引き続き使わないようにしてください。 

・ミニトマトやブドウなどは、のどに詰まることがあります。半分に切るなど、丸いままで入れないようにお

願いします。 

～弁当について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ９ 月 ８ 日 

中 央 区 立 有 馬 幼 稚 園 

ひよこ組担任  

り す組担任  

 

年少組だより 

〇興味をもったことや気に入った遊びの中で自分のしたいことを楽しめるように 

・様々な素材（廃材や画用紙など）や道具（セロハンテープやハサミなど）を使って、遊びに使いたいものを教

師と一緒に作り、遊びの場に持っていったり友達と同じ物を持ったりして、“作ったものを使って遊ぶ”楽しさ

を感じられるようにします。 

・教師や友達と遊びながらなりきって動くことや身近な物（積み木や作った物など）を見立てて遊ぶ楽しさを感

じられるようにしていきます。 

・自分のしたいことができた嬉しさや楽しさを感じられるように、幼児の興味や遊びの内容に応じて材料や遊具

を用意したり、必要な時に手伝ったりします。 

・落ち葉や木の実などの身近な自然物を見たり触れたりして季節を感じ、遊びにも取り入れられるようにしてい

きます。 

 

〇教師や友達と一緒に遊ぶ喜びを感じられるように 

・屋上や校庭などを活用し、教師や友達と一緒に様々な動きを経験したり、踊ったりして遊ぶ楽しさを感じられ

る活動や運動遊びを取り入れていきます。 

・学級や学年のみんなで一緒に遊ぶ時間を意図的につくり、友達の姿に関心をもち、関わる楽しさを感じられる

ようにしていきます。 

・簡単なゲームや表現遊びなどの活動を通し、友達と一緒に過ごす嬉しさを感じながら、その中で自分なりの動

きを出して遊ぶことができるように、教師も一緒に楽しみながら個々の姿を認めていきます。 

 

〇身支度や片付けなど、身の周りのことを自分でしようとする気持ちがもてるように 

・自分でやろうとする姿を見守り、必要な時に手伝ったり、できたときには一緒に喜んだりしながら、自 

分でできた喜びを感じ、もっと自分でやってみようとする意欲につながるようにしていきます。 

・鼻水が出たらティッシュで拭く、手洗いの際に長袖を巻くるなど、季節の変化に応じて生活の中で必要なこ 

とに気付いて行動できるよう声掛けをしていきます。 

～２学期に大切にしたいこと～ 

１年で１番長い２学期。園生活にも慣れ、楽しみな行事も多く様々なことに興味や関心が出てくるかと思います。

「楽しそう！」「やってみたい」「おもしろかった」「明日もやりたい！」など、遊びや生活が楽しくなるような体験

を重ねられるようにしていきたいと思います。 

何かありましたら、どのようなことでも構いませんのでいつでもお声掛けください。 

２学期が始まり、約１週間が過ぎました。夏休みの楽しかった思い出話をたくさんしてくれています。

長い休みが明けたばかり。子どもたちの一人ひとりの様子を見ながら、１学期の遊びや生活の流れを思い

出していけるように過ごしていきたいと思います。今学期もどうぞよろしくお願いいたします。 


